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年
の
節
目
を
迎
え
た
四
国
霊
場

八
十
八
箇
所
な
ど
を
絡
め
た
コ

ー
ス
を
御
案
内
し
た
と
こ
ろ
、

全
国
か
ら
約
２
６
０
名
の
方
々

に
御
参
加
を
い
た
だ
き
、
四
国

の
美
し
く
豊
か
な
自
然
と
文
化

を
堪
能
し
て
い
た
だ
け
た
こ
と

と
感
謝
い
た
し
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と

っ
て
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま

す
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し

ま
し
て
、
新
年
の
御
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

定
２
車
線
区
間
の
早
期
４
車
線

化
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
先
月
、
政
府
の
地
震

調
査
委
員
会
が
発
表
し
た
今
後

30
年
に
震
度
６
弱
以
上
の
揺
れ

が
起
き
る
確
率
は
、
四
国
地
方

で
は
70
～
42
％
と
、
他
の
地
域

に
比
べ
高
い
数
値
と
な
っ
て
お

り
、
防
災
・
減
災
対
策
を
さ
ら

に
加
速
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。当

会
議
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
大
規
模
災
害
時
に
救
援
活

動
や
緊
急
輸
送
を
支
え
る
高
速

道
路
・
国
道
な
ど
の
幹
線
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
や
老
朽

化
対
策
な
ど
と
と
も
に
、
ま
だ

ま
だ
遅
れ
て
い
る
四
国
の
道
路

整
備
の
促
進
に
向
け
て
、
関
係

各
位
の
皆
様
と
と
も
に
今
後
と

も
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
の
で
、
御
理
解
と
御
支

援
、
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

さ
て
、
最
後
に
お
礼
を
申
し

上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
昨
年

10
月
、
第
64
回
全
国
大
会
が
香

川
県
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
全
国
か
ら
約
７
０
０
名
の

御
出
席
を
い
た
だ
き
、
道
路
整

備
の
促
進
と
国
土
の
均
衡
あ
る

発
展
の
た
め
に
有
意
義
な
大
会

に
な
り
ま
し
た
。
道
路
視
察
で

は
、
「
う
ど
ん
県
」
こ
と
香
川

県
の
特
産
品
で
あ
る
讃
岐
う
ど

ん
や
「
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
」

の
舞
台
と
な
っ
た
瀬
戸
の
島

々
、
そ
し
て
弘
法
大
師
が
開
い

た
ち
ょ
う
ど
開
創
１
２
０
０
周

四
国
八
十
八
箇
所
お
遍
路
に
代

表
さ
れ
る
地
域
固
有
の
優
れ
た

文
化
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
地
域

の
強
み
を
活
か
し
、
連
携
に
よ

っ
て
自
立
的
に
発
展
す
る
「
癒

し
と
輝
き
の
く
に
」
四
国
の
創

造
の
た
め
に
は
、
道
路
は
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
最
も
重
要

な
社
会
基
盤
で
あ
り
ま
す
。

特
に
、
四
国
の
「
命
の
道
」

と
な
る
べ
き
「
四
国
８
の
字
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
、
本
州
四
国

連
絡
高
速
道
路
と
一
体
と
な

り
、
全
国
の
高
規
格
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
こ
と

で
、
物
流
を
は
じ
め
と
す
る
様

々
な
経
済
活
動
や
交
流
を
促
進

し
、
四
国
の
活
性
化
に
大
き
な

効
果
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る

と
期
待
し
て
お
り
、
そ
の
早
期

整
備
は
、
四
国
の
切
な
る
願
い

で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
整
備

状
況
に
つ
い
て
は
、
整
備
率
が

未
だ
70
％
に
も
満
た
ず
、
ま

た
、
四
国
の
東
南
部
や
西
南
部

に
は
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
も
残

っ
て
お
り
、
そ
の
解
消
及
び
暫

深
い
御
理
解
と
格
別
の
御
支

援
、
御
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

四
国
は
、
美
し
く
豊
か
な
自

然
を
は
じ
め
、
多
く
の
資
源
と

平
成
27
年
の
年
頭
に
あ
た

り
、
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。

当
会
議
の
運
営
及
び
諸
活
動

に
つ
き
ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
災
害
物

資
の
緊
急
輸
送
道
路
と
し
て
復

旧
・
復
興
に
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
な
ど
、
道
路
が

「
命
の
道
」
で
あ
っ
た
こ
と
は

十
分
に
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
地
方
の
創
生
」
を
実
現
さ

せ
る
た
め
に
も
、
道
路
整
備
の

必
要
性
と
長
期
安
定
的
な
道
路

予
算
の
確
保
を
強
く
訴
え
て
行

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
年

も
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
心
よ
り
祈
念
し
ま
し
て
新
年

の
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。

ど
応
急
対
策
活
動
で
不
可
欠
と

な
る
緊
急
輸
送
路
と
し
て
機
能

し
、
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
の
効
果

が
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
道
路
は
繋
が
っ
て

初
め
て
機
能
を
有
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
道
路
の
防
災
・
減
災

・
老
朽
化
対
策
・
耐
震
化
は
、

ど
の
自
治
体
も
避
け
て
通
れ
な

い
課
題
で
あ
り
ま
す
。
老
朽
化

し
た
道
路
や
橋
梁
の
維
持
・
更

新
、
ま
た
道
路
の
安
全
対
策
・

交
通
事
故
対
策
な
ど
、
利
便
性

・
安
全
性
を
向
上
さ
せ
、
安
全

・
安
心
で
災
害
に
強
い
道
路
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
取
り
組

む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。

人
口
減
少
時
代
を
迎
え
、
地

域
で
定
住
す
る
た
め
の
拠
点
を

結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
医
療
機
関
等
へ
の

緊
急
輸
送
な
ど
の
生
活
イ
ン
フ

ラ
道
路
網
の
整
備
も
着
実
に
図

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
道
路
は

日
常
生
活
や
産
業
活
動
を
支
え

る
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
重
要

な
社
会
資
本
で
あ
り
、
道
路
整

備
は
将
来
の
地
域
の
発
展
を
左

右
す
る
重
要
な
も
の
で
あ
り
ま

す
。道

路
事
業
関
係
予
算
は
年
々

厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
公
共

事
業
費
は
対
前
年
10
％
削
減
を

基
本
と
す
る
平
成
27
年
度
概
算

要
求
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
道

路
整
備
を
取
り
巻
く
環
境
は
非

常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま

雨
に
よ
る
大
規
模
な
土
砂
災
害

等
に
よ
り
、
多
く
の
尊
い
命
が

犠
牲
に
な
ら
れ
て
お
り
、
ご
冥

福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
ら
た
め
て
被
災
さ
れ
ま
し
た

地
域
の
１
日
も
早
い
復
旧
・
復

興
を
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

平
成
24
年
の
九
州
北
部
豪
雨

に
お
け
る
災
害
で
は
河
川
、
道

路
等
多
く
の
施
設
が
甚
大
な
被

害
を
受
け
る
な
ど
、
近
年
、
自

然
災
害
が
集
中
的
・
局
地
的
・

激
甚
化
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
、
災
害
時
に
お

け
る
救
援
活
動
や
緊
急
輸
送
を

支
え
る
も
の
と
し
て
、
幹
線
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
や
橋

梁
の
耐
震
化
な
ど
の
重
点
的
な

取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。道

路
整
備
は
防
災
・
減
災
の

観
点
か
ら
大
規
模
災
害
時
に
お

け
る
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
（
多
重

化
に
よ
る
代
替
性
）
の
確
保
が

大
事
で
あ
り
、
東
日
本
大
震
災

に
お
い
て
も
東
北
自
動
車
道
な

ど
は
災
害
救
援
物
資
の
輸
送
な

平
成
27
年
の
年
頭
に
あ
た

り
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
平
素
か

ら
道
路
整
備
の
促
進
に
格
段
の

ご
尽
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

福
岡
県
は
大
き
な
被
害
を
受
け

た
自
然
災
害
も
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
８
月
の
豪
雨
で
は
、

広
島
で
甚
大
な
土
砂
災
害
が
発

生
す
る
な
ど
、
大
雨
、
集
中
豪

平
成
26
年
12
月
19
日
に
全
国

道
路
利
用
者
会
議
正
副
会
長
会

議
を
開
催
し
た
。

会
議
に
は
綿
貫
民
輔
会
長
を

は
じ
め
、
東
北
地
区
の
須
藤
弘

三
副
会
長
（(

公
社)

宮
城
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
会
長
）
、
関
東
甲

信
越
地
区
の
古
口

達
也
副
会
長
（
栃

木
県
茂
木
町
長)



中
部
地
区
の
小
幡

鋹

伸

副

会

長

（(

一
社)

愛
知
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
会

長
）
、
中
国
地
区

の
檜
山
俊
宏
副
会

長
（
広
島
県
議
会
議
員
）
が
出

席
。
国
土
交
通
省
道
路
局
か
ら

は
、
深
澤
淳
志
道
路
局
長
を
は

じ
め
と
す
る
道
路
局
幹
部
の
方

々
が
出
席
し
、
意
見
交
換
を
行

っ
た
。

備
が
未
だ
多
く
残
さ
れ
て
お

り
、
地
域
経
済
の
振
興
、
地
方

創
生
の
実
現
を
図
る
た
め
に
、

道
路
整
備
を
計
画
的
か
つ
着
実

に
推
進
さ
れ
る
よ
う
、
必
要
な

財
源
の
確
保
に
つ
い
て
、
一
層

の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
本
年
が
皆
様
に
と

り
ま
し
て
素
晴
ら
し
い
年
に
な

り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
い

た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

会
」
に
合
わ
せ
て
、
近
畿
自
動

車
道
紀
勢
線
「
田
辺
～
す
さ
み

間
」
が
開
通
す
る
見
通
し
で
あ

る
な
ど
、
高
規
格
幹
線
道
路
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
が
着
々
と

進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
大

変
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
依
然
と
し

て
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て

い
る
中
で
、
近
畿
地
区
の
抱
え

る
課
題
を
解
決
し
、
近
畿
地
区

全
体
の
発
展
に
資
す
る
道
路
整

に
つ
な
が
っ
た
こ
と
で
、
各
地

域
間
の
ア
ク
セ
ス
が
大
き
く
向

上
し
ま
し
た
。
平
成
27
年
に

は
、
丹
波
綾
部
道
路
「
京
丹
波

わ
ち
～
丹
波
間
」
の
開
通
に
よ

る
京
都
縦
貫
自
動
車
道
全
線
供

用
、
京
奈
和
自
動
車
道
「
大
和

郡
山
～
郡
山
南
間
」
、
「
御
所

～
御
所
南
間
」
、
中
部
縦
貫
自

動
車
道
「
福
井
北
～
松
岡
間｣



さ
ら
に
こ
の
秋
に
和
歌
山
県
で

開
催
さ
れ
る
「
紀
の
国
わ
か
や

ま
国
体
・
紀
の
国
わ
か
や
ま
大

お
り
、
今
後
こ
れ
ら
の
道
路
構

造
物
の
維
持
管
理
・
更
新
が
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。こ

う
し
た
中
に
あ
っ
て
、
近

畿
地
区
で
は
昨
年
３
月
に
京
奈

和
自
動
車
道
「
紀
北
か
つ
ら
ぎ

～
紀
の
川
間
」
が
開
通
し
ま
し

た
。
ま
た
、
７
月
に
舞
鶴
若
狭

自
動
車
道
「
小
浜
～
敦
賀
間
」

が
開
通
し
た
こ
と
に
よ
り
、
中

国
自
動
車
道
、
名
神
高
速
道

路
、
北
陸
自
動
車
道
が
ひ
と
つ

《
近
畿
地
区
道
路
利
用
者
会
議

会
長
挨
拶
・
２
面
よ
り
》

定
さ
れ
て
い
る
近
畿
地
区
に
お

い
て
も
、
強
靭
な
国
土
を
形
成

す
る
た
め
、
防
災
上
必
要
不
可

欠
な
幹
線
道
路
等
の
整
備
が
急

務
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
中
央
自
動
車
道
笹
子

ト
ン
ネ
ル
の
天
井
板
崩
落
事
故

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
高
度
経

済
成
長
期
に
集
中
的
に
整
備
さ

れ
て
き
た
ト
ン
ネ
ル
、
橋
梁
等

の
老
朽
化
が
急
速
に
進
行
し
て

で
、
一
層
の
御
理
解
と
御
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と

り
ま
し
て
幸
せ
で
実
り
多
く
、

大
い
な
る
飛
躍
の
年
と
な
り
ま

す
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し

ま
し
て
、
新
年
の
御
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

修
繕
や
更
新
等
、
長
期
安
定
的

な
イ
ン
フ
ラ
の
再
構
築
が
必
要

不
可
欠
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
た
ち
道
路
利
用
者
の
立
場

か
ら
も
、
住
民
の
安
全
・
安
心

を
守
り
、
地
域
の
振
興
を
図
る

た
め
、
社
会
資
本
整
備
の
着
実

な
実
施
に
向
け
、
関
係
各
位
の

皆
様
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

増
々
高
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
中

国
地
方
を
俯
瞰
す
る
と
、
緊
急

輸
送
道
路
の
核
と
な
る
高
速
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
山
陰
地

方
を
中
心
に
未
供
用
区
間
が
多

く
存
在
し
て
お
り
、
ま
た
、
一

般
道
の
整
備
も
十
分
と
言
え
る

状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

ら
の
早
期
整
備
は
、
災
害
発
生

時
の
住
民
避
難
や
物
資
輸
送

等
、
災
害
に
強
い
国
土
の
構
築

に
資
す
る
の
み
な
ら
ず
、
個
性

あ
る
地
域
・
コ
ン
パ
ク
ト
な
拠

点
を
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ

な
ぎ
、
地
域
・
拠
点
の
連
携
を

確
保
す
る
等
、
地
方
の
創
生
に

不
可
欠
な
こ
と
は
言
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
老
朽
化
し
た
社
会
資

本
へ
の
対
応
は
、
道
路
利
用
者

の
命
や
暮
ら
し
を
守
る
観
点
か

ら
も
急
務
で
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
も
、
橋
梁
な
ど
の
道
路

施
設
の
計
画
的
な
点
検
を
行

い
、
構
造
物
の
安
全
性
を
徹
底

的
に
診
断
し
、
老
朽
化
に
係
る

必
要
な
措
置
を
実
施
す
る
こ
と

や
、
複
数
年
に
わ
た
る
大
規
模

り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
Ｊ

Ｒ
、
国
道
等
の
交
通
網
は
寸
断

さ
れ
、
周
辺
道
路
に
お
い
て
は

多
く
の
渋
滞
が
発
生
し
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
道
路
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
復
旧
後
は
、
災

害
物
資
の
輸
送
等
の
緊
急
輸
送

路
と
し
て
も
重
要
な
役
割
を
果

た
し
ま
し
た
。
ま
さ
に
道
路
が

必
要
不
可
欠
な
「
命
の
道
」
で

あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
た
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

頻
発
す
る
異
常
気
象
や
、
近

い
将
来
、
発
生
が
予
測
さ
れ
る

南
海
ト
ラ
フ
を
震
源
と
す
る
巨

大
地
震
な
ど
、
災
害
リ
ス
ク
は

平
成
27
年
の
年
頭
に
あ
た

り
、
当
会
を
代
表
し
て
一
言
御

挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

近
年
、
東
日
本
大
震
災
を
は

じ
め
、
集
中
豪
雨
や
台
風
等
に

よ
る
痛
ま
し
い
自
然
災
害
が
全

国
各
地
で
相
次
い
で
発
生
し
て

お
り
ま
す
。

中
国
地
方
に
お
い
て
も
、
相

次
い
で
接
近
し
た
台
風
12
号
・

11
号
や
前
線
の
影
響
で
西
日
本

各
地
に
大
規
模
な
被
害
を
も
た

ら
し
た
記
録
的
大
雨
「
平
成
26

年
８
月
豪
雨
」
に
よ
り
、
広
島

市
北
部
で
発
生
し
た
大
規
模
土

砂
災
害
な
ど
甚
大
な
被
害
を
被

の
充
実
」
を
求
め
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
の
市

区
町
村
が
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
議
の
よ
う

な
市
町
村
を
支
援
す
る
体
制
が
必
要
で
あ
る

と
回
答
し
、
今
後
、
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会

議
で
実
施
し
て
も
ら
い
た
い
支
援
に
つ
い
て

は
、
「
講
習
会
・
研
修
会
の
実
施
」
、
「
財

政
的
支
援
に
関
す
る
相
談
窓
口
の
設
置
」
、

「
点
検
等
実
施
時
の
相
談
窓
口
の
設
置
や
技

術
的
助
言
・
支
援
」
お
よ
び
「
点
検
等
業
務

の
一
括
発
注
」
等
の
幅
広
な
支
援
内
容
を
要

望
し
て
い
る
。

今
後
ま
す
ま
す
老
朽
化
す
る
施
設
の
割
合

が
増
加
す
る
中
、
道
路
管
理
者
の
対
応
が
十

分
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
、
重
大
な
事
故
や
致

命
的
な
損
傷
等
の
発
生
す
る
リ
ス
ク
も
高
ま

っ
て
く
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
点
検
を
ス

タ
ー
ト
と
す
る
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
サ
イ
ク
ル

（
点
検
→
診
断
→
措
置
→
記
録
）
も
、
各
道

路
管
理
者
の
責
任
の
下
で
今
後
本
格
的
に
実

施
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
国
は
、
老
朽

化
対
策
に
直
面
し
、
苦
悩
し
て
い
る
市
町
村

に
対
し
て
着
実
な
支
援
を
実
施
し
て
い
く
べ

き
で
あ
る
。

わ
る
土
木
技
術
者
が
存
在
し
な
い
町
は
約
５

割
か
ら
約
３
割
へ
、
村
は
約
７
割
か
ら
約
６

割
へ
、
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
て
い
る
。
平
成
24

年
12
月
時
点
の
調
査
と
比
べ
る
と
、
「
老
朽

化
す
る
構
造
物
等
が
増
加
し
、
適
切
に
維
持

管
理
・
更
新
を
行
う
た
め
の
職
員
数
ま
た
は

技
術
力
が
不
足
す
る
」
と
の
懸
念
が
高
ま
っ

て
い
る
。
特
に
市
区
町
村
で
は
、
技
術
力
不

足
に
関
す
る
懸
念
が
倍
増
し
て
い
る
。
老
朽

化
対
策
を
進
め
る
上
で
国
に
求
め
る
支
援
施

策
と
し
て
、
市
区
町
村
の
約
９
割
は
、
「
防

災
・
安
全
交
付
金
等
に
よ
る
財
政
的
支
援
策

あ
る
。
す
で
に
地
域
に
よ
り
市
区
町
村
の
対

応
に
差
が
出
て
き
て
い
る
よ
う
だ
。

11
月
に
実
施
さ
れ
た
地
方
公
共
団
体
の
意

識
調
査
は
、
国
土
交
通
省
が
、
今
後
、
橋
梁

や
ト
ン
ネ
ル
等
道
路
ス
ト
ッ
ク
の
点
検
に
関

す
る
支
援
施
策
の
検
討
や
参
考
に
す
る
た
め

に
、
地
方
公
共
団
体
の
状
況
や
意
見
、
考
え

方
を
把
握
し
た
も
の
で
あ
る
。
47
都
道
府

県
、
20
政
令
市
、
１
７
２
１
市
区
町
村
の
全

地
方
公
共
団
体
を
対
象
に
実
施
さ
れ
、
次
の

よ
う
な
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
平
成
24
年
７
月

時
点
の
調
査
と
比
べ
る
と
、
橋
梁
管
理
に
携

国
土
交
通
省
は
道
路
の
老

朽
化
対
策
と
し
て
昨
年
７
月

か
ら
、
近
接
目
視
に
よ
る
橋

梁
や
ト
ン
ネ
ル
の
５
年
に
１

回
の
点
検
を
、
道
路
管
理
者
に
義
務
付
け
て

い
る
。

昨
年
12
月
の
社
会
資
本
整
備
審
議
会
道
路

分
科
会
第
１
回
道
路
技
術
小
委
員
会
で
、
国

土
交
通
省
か
ら
道
路
の
老
朽
化
対
策
の
本
格

実
施
に
関
す
る
取
組
状
況
の
説
明
が
あ
り
、

そ
の
中
で
、
平
成
26
年
度
の
各
都
道
府
県
に

お
け
る
点
検
実
施
状
況
と
、
地
方
公
共
団
体

の
意
識
調
査
の
結
果
が
報
告
さ
れ
た
。

点
検
が
義
務
化
さ
れ
た
７
月
か
ら
５
ヶ
月

経
過
後
の
11
月
末
現
在
の
市
区
町
村
の
点
検

実
施
状
況
で
は
、
全
１
７
２
１
市
区
町
村
の

う
ち
約
81
％
の
１
３
９
２
市
区
町
村
が
、
平

成
26
年
度
に
点
検
を
実
施
（
予
定
を
含
む
）

す
る
と
回
答
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
都
道
府

県
毎
の
市
区
町
村
の
点
検
着
手
率
を
み
て
み

る
と
、
１
０
０
％
が
21
県
あ
る
反
面
、
50
％

を
下
回
っ
て
い
る
も
の
が
４
府
県
あ
り
、
最

低
の
県
で
は
30
％
を
下
回
っ
て
い
る
状
況
で
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